
 

 

 News Release 
2024 年 2月 9日 

各位 

株式会社 三十三銀行 

 

株式会社佐藤製作所との「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」契約締結について 
 

株式会社三十三銀行（頭取：渡辺 三憲）は、持続可能な社会の実現に貢献することを狙いとして、株

式会社佐藤製作所（社長：佐藤 敦）と「ポジティブ・インパクト・ファイナンス（※）」契約を締結しま

したのでお知らせいたします。 

本件の取り組みにあたっては、株式会社三十三総研（社長：一色 孝三）がインパクト分析・特定のう

え評価書を作成し、株式会社日本格付研究所がポジティブ・インパクト金融原則との適合性を確認しまし

た。今後も「三十三フィナンシャルグループＳＤＧｓ宣言」のもと、企業活動を通じてＳＤＧｓの達成に

貢献することで、持続可能な社会の実現に努めてまいります。 

（※） 企業活動が「社会・経済・環境」のいずれかに与えるインパクトを包括的に分析・特定し、ポジ

ティブインパクトが期待できる活動と、ネガティブインパクトを低減する活動を支援するもので、

借入人様によるＳＤＧｓ達成への貢献度合いを評価指標とし、借入人様から情報開示を受けながら

当行がその過程を定期的にモニタリングするものです。 

 

1. 融資概要 

(1) 契約日  2024年2月9日 

(2) 融資金額  79.2百万円 

(3) 期間  15年 

(4) 資金使途  設備資金 

2. 借入人概要 

(1) 企業名  株式会社佐藤製作所 

(2) 所在地  三重県桑名市大字東方字掛越2820番地 

(3) 事業内容 
当社は、三重県桑名市にて 1946 年に創業以来、「どこよりも良い製品を どこ

よりも安く どこよりも速く 豊かな生活をきずく」の社訓のもと、超精密加工

をコア技術に営業をしている。 

主な事業分野は、自動車エンジン関係、制御機器、医療機器、家電関係、産業

機器等の金属部品の機械加工及び建設機械関係油圧部品の機械加工と組立で、

様々な産業基盤の発展に貢献している。 

       
（2022年竣工の西第2工場） （製品のグロープラグ） 

(4) 従業員数  240名（2023年12月現在） 
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3. 特定インパクトと測定するＫＰＩ 

(1) 経済面・ 

  社会面 

包摂的で健全な経済（ポジティブ）、雇用（ポジティブ）  

・毎年1名以上の女性社員を採用 

・現場責任者(班長/主任以上)における女性登用数の増加 

・積極的な地元雇用への取組みによる地元採用の維持 

経済収束（ポジティブ）、情報（ポジティブ）  

・超小型精密切削事業（半導体部品組付機関連）の売上高の上昇 

(2) 社会面 保健・衛生（ネガティブ）、雇用（ネガティブ） 

 

・重大な労働災害件数ゼロの達成・継続 

・将来を含む全工場における断熱材設備、空調設備、オイルミス

ト除去装置の導入による労働環境整備の継続 

(3) 環境面 資源効率・安全性（ネガティブ）、気候（ネガティブ） 

 

・ISO14001 の認証維持 

・独自の「製品図面」を展開、及び「自社開発専用機」導入によ

る最少工数での生産体制構築の継続 

・各工場への太陽光発電設備の設置の推進 

・新規工作機械導入時における省エネ電力設備の購入の原則化 

・効果的な切削油回収設備の新規導入等による切削油購入量生産

高比率の低減 

 

4. お問い合わせ先 

(1) 三十三銀行 

  ソリューション営業部（担当:大滝、連絡先: 059-354-7144） 

(2) 三十三総研 

  調査部（担当:松田、連絡先: 059-354-7102） 

  コンサルティング部（担当:福井、連絡先: 059-351-7417） 

以上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポジティブ・インパクト・ファイナンス評価書 

 

 

 

 

 

 

 

2024年２月９日 

株式会社三十三総研 
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三十三総研は、三十三銀行が、株式会社佐藤製作所に対してポジティブ・インパクト・ファイナ

ンスを実施するにあたって、株式会社佐藤製作所の活動が、環境・社会・経済に及ぼすインパクト

（ポジティブな影響およびネガティブな影響）を分析・評価しました。 

 分析・評価にあたっては、株式会社日本格付研究所の協力を得て、国連環境計画金融イニシア

ティブ（UNEP FI）が提唱した「ポジティブ・インパクト金融原則」及び ESG ハイレベル・パネル設置

要綱第２項（４）に基づき設置されたポジティブ・インパクト・ファイナンスタスクフォースがまとめた

「インパクトファイナンスの基本的考え方」に則ったうえで、中小企業※１に対するファイナンスに適

用しています。 

※１ ＩＦＣ（国際金融公社）または中小企業基本法の定義する中小企業、会社法の定義する大会社以外の企業 

 

目次 

 

１．評価対象の概要 .............................................................................................................................................. ２ 

２．株式会社佐藤製作所の概要 ...................................................................................................................... ２ 

２－１．基本情報 

２－２．事業拠点及びグループ会社 

２－３．経営方針と事業内容 

２－４．サスティナビリティに関する活動 

３．UNEP FI インパクトレーダーとの関連性 ................................................................................................ 19 

３－１．経済面のインパクト 

３－２．社会面のインパクト 

３－３．環境面のインパクト 

４．測定する KPI と SDGs との関連性 .......................................................................................................... 22 

４－１．経済面・社会面（ポジティブ） 

４－２．社会面（ネガティブ） 

４－３．環境面（ネガティブ） 

４－４．その他 KPIを設定しないインパクトについて SDGs との関連性 

５．サスティナビリティ管理体制 ....................................................................................................................... 27 

６．モニタリング .................................................................................................................................................... 27 

７．総合評価 ......................................................................................................................................................... 27 

 

  
※融資に係る返済期間とポジティブ・インパクト・ファイナンス及び KPI設定期間について 

本ファイナンスに紐づく設備資金の返済期間は 15年間であるが、KPIの設定期間は７年間

とし、ポジティブ・インパクト・ファイナンスとして成立する期間も７年間とする。 
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１．評価対象の概要 

企業名 株式会社佐藤製作所 

借入金額 79,200,000円 

資金使途 設備資金 

契約日及び返済期限 2024年２月９日 ～ 2039年１月 10日（15年間、うち PIFは７年間） 

 

２．株式会社佐藤製作所の概要 

２－１．基本情報 

企業名 株式会社佐藤製作所 

代表取締役 佐藤 敦 

所在地 三重県桑名市大字東方字掛越 2820 番地 

設立 1954 年４月 12日設立 

資本金 1,300万円 

従業員数 240名（男性 171名、女性 69名、うち女性役席２名、2023年 12月現在） 

業種 

（売上構成比） 

自動車エンジン関係、制御機器、医療機器、家電関係、産業機器等の金

属部品の機械加工及び建設機械関係油圧部品の機械加工と組立 

＜2023/2月期売上高構成比＞ 

自動車エンジン関係部品 17％、建設機械関係油圧部品 57％、制御機器

部品８％、医療機器部品８％、家電関係部品３％、産業機器部品 他７％ 

主要販売先 
日本特殊陶業株式会社、川崎重工業株式会社、パナソニック株式会社、

大羽精研株式会社 他 100 数社 

沿革 

1946年５月  

1954年４月  

1959年８月  

1965年５月  

1968年７月 

1968年 11月  

1969年８月 

1970年８月 

1972年２月  

1976年 12月 

1979年８月  

1983年１月  

1983年 12月  

初代社長が腕時計部品製造業として営業を開始  

有限会社佐藤製作所設立  

資本金を 500 千円から 1,500 千円へ増資 

自動旋盤工場（第一棟）新設（297 ㎡） 

仕上工場（第二棟）新設（356 ㎡） 

資本金を 4,500 千円へ増資 

資材倉庫（第三棟）増築（132 ㎡） 

生産技術課（第四棟）新設（119 ㎡） 

資本金を 13,000 千円へ増資  

小型自動旋盤工場（第五棟）新設（990 ㎡）  

ヘッダー工場（第六棟）新設（347 ㎡）  

専用機工場（第七棟）新設（148 ㎡）  

有限会社から株式会社へ組織変更  
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1985年４月  

1989年８月  

1989年３月 

  

1993年７月 

 

2003年２月  

2004年１月  

2010年 10月 

2010年 12月 

2011年３月 

2014年５月  

2015年 10月 

2017年 12月  

2019年９月

2022年 11月 

３階建製造工場（第八棟）新設（1,386 ㎡）  

本社事務所新設（769 ㎡）  

関係会社 株式会社サトウ精工設立（自動車プラグ、精

密・電気・機械、医療各部品製造）  

関係会社 株式会社エスエ電子設立（リレー、FA機器

部品巻線加工及びセンサー組立） 

ISO9001 取得 

ISO14001 取得  

本社超精密切削工場増設（兼品質管理棟）（763.9 ㎡）  

本社第１工場＆材料倉庫解体（429 ㎡）  

多度工場新設（1,999.9 ㎡） 

本社第２工場を恒温クリーン工場へ改装  

多度第２工場新設（1,013.84 ㎡）  

掛越工場新設（2,970 ㎡）  

西第１工場新設（5,610 ㎡）  

西第２工場新設（8,164 ㎡） 

 

２－２．事業拠点及びグループ会社 

＜事業拠点＞ 

（１）本社 三重県桑名市大字東方字掛越 2820 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中折工場 三重県桑名市大字東方字中折 2737 

 

 

 

 

 

 

 

＜業務内容＞ 

自動車、油圧機器、及び、産業用機器設備

部品等の金属部品機械加工、並びに、生産

管理、資材、生産技術管理、品質保証を主

管する部門がある。その他、経理、人事等

の総務部門も有する。洗浄、並びに、品質

保証部門以外の製造部門は西第２工場へ

移管済（2023年１月）。 

＜業務内容＞ 

自動車、油圧機器、産業用機器設備、並び

に、医療機器関連部品等の金属部品機械

加工を行う。主に各分野における少量多品

種製品の対応を行っている。 
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（３）多度第１工場 三重県桑名市多度町香取 516 

 

（４）多度第２工場 三重県桑名市多度町香取 407-1 

 

（５）掛越工場 三重県桑名市大字東方字掛越 2786 

（６）西第１工場 三重県桑名市大字東方字掛越 534-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜業務内容＞ 

自動車、油圧機器、及び産業用機器設備部

品等の金属部品機械加工を行う。転造（圧

縮、膨張加工）などの２次加工を主業として

いる。 

＜業務内容＞ 

自動車、及び油圧機器関連部品の金属部

品機械加工を行う。多軸式旋盤を複数保有

しており、複雑な金属加工を行っている。 

＜業務内容＞ 

油圧機器関連部品の金属部品機械加工の

うち、主に１次加工を行っている。2021年６

月に 150kWの太陽光発電設備を導入して

おり環境に配慮した工場となっている。 

＜業務内容＞ 

油圧機器関連部品の２次加工を主業とし、

金属部品機械加工、組立、作動試験、並び

に形状・外観検査を行う。2021年６月に

350kWの太陽光発電設備を導入しており環

境に配慮した工場となっている。 
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（７）西第２工場 三重県桑名市大字東方字掛越 534-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グループ会社＞ 

（１）株式会社サトウ精工  

宮之城工場 鹿児島県薩摩郡さつま町時吉 2020 

 

（２）株式会社エスエ電子  

伊勢工場 三重県伊勢市西豊浜町字下之沢 5512 

 

 

 

 

 

＜業務内容＞ 

2022年 11月竣工。自動車関連、油圧機器

関連、並びに産業機器関連の金属機械加

工を行う。自動車、油圧関連、及び産業機

器設備等の量産ラインとして稼働。2023年

度に 500kWの太陽光発電設備の導入して

おり、全敷地の 20％を緑化対応とするなど

環境に配慮した工場となっている。 

＜業務内容＞ 

自動車関連、精密機械部品の金属加工。ス

パークプラグ用金具の一貫生産で月産

1,000万個の生産能力を保有。今後も増産

予定で 2025年には世界 No.１の生産規模

を誇るスパークプラグ用金具の一貫生産工

場を目指している。 

＜業務内容＞ 

リレーコイル製品製造。製品の仕様に応じ

たプログラムも製作。コイル・リレーの精度

に重要な治具芯は自社で開発・製作。 

重機向け油圧部品（量産品）の出荷検査・

出荷も行っている。 
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２－３．経営方針と事業内容 

【経営方針】 

（１）社訓・基本方針・経営活動方針 

Ṯ ṯ 

  

  

 

Ṯ ṯ 

          

No.1  
 

Ṯ ṯ 
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株式会社佐藤製作所（以下「佐藤製作所」、または「同社」）は、三重県桑名市にて 1946 年に創

業以来、「どこよりも良い製品を どこよりも安く どこよりも速く 豊かな生活をきずく」という社訓の

もと、超精密加工をコア技術に約 80年の業歴をもつ。 

主な事業分野は、自動車エンジン関係、制御機器、医療機器、家電関係、産業機器等の金属

部品の機械加工及び建設機械関係油圧部品の機械加工と組立で、事業分野別に世界・日本トッ

プシェア先の取引を通じて、様々な産業基盤の発展に大きく貢献してきた。 

製造工程の主要設備は汎用機を専用機化、又は社内専用機を製作すること、更に積極的な内

製化の推進などにより主要工程での自社工場一貫体制の構築を実現しており、短納期対応、安

定した量産を可能としている。 

加えて、生産工程の各所に振動・レーザー・接触などさまざまなセンサーからなる自動検査装

置を組み込み、加工後の自社開発の測定治具によるチェックなど、自社開発の様々なチェックシ

ステムを生産システムに導入することで高度な品質管理体制を確立しており、取引先に対して

100％の良品保証を実現している。 

グループ会社である自動車部品製造の株式会社サトウ精工（鹿児島県薩摩郡）や電子部品製

造の株式会社エスエ電子（三重県伊勢市）の技術力を集結し、総合力で取引先ニーズに幅広く対

応している。 


